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創業からの100年

浦久保：　御社は間もなく創業100周年

を迎えられますが、一言で100年と言い

ましても創業黎明期から今日に至るまで

多くの困難や転換期があったと思いま

す。この節目を迎えるにあたって思うこと

や、不易流行のなかでその根底に流れる

「モリサワイズム」についてお聞かせいた

だけますでしょうか。

森澤：　当社は1924年の創業ですので、

印刷業界をはじめとした皆さまに支えて

いただきながら、ありがたいことにあと

数年で100周年を迎えられることになり

ます。黎明期からお話しさせていただき

ますと、創業者で私の祖父にあたる信夫

は、製薬会社の印刷部門を担当していま

した。社長から活版印刷現場の業務改善

を命じられた信夫は、印刷手法について

世界の情報を収集するなかでヒントを見

つけ、1924年に『邦文写真植字機』を考

案、特許を取得したのがモリサワの原点

となります。戦後の日本では活版印刷が

まだまだ主流で非常に重労働でした。写

真の技術を使って印字する写真植字機

は「グーテンベルク以来の発明」と言わ

れるほど画期的で、印刷業務の生産性向

上と労働環境改善に寄与したと聞いて

います。

　しかし当時は活版印刷が主流ですから

なかなか採用していただけませんでした

が、オフセット印刷の普及と共に写真植

字機が採用される比率が増していきまし

た。80年代は電算写植機が主流になりま

したが非常に短命で、80年代後半から

パソコンの普及とともにDTP（Desktop 

publishing）に変わっていったというの

が日本の印刷の歴史であり、当社が歩ん

できた道になります。

　このような変化のなかで生き続けてき

た根底にモリサワイズムがあります。創

業者の信夫が写真植字機発明のヒントと

なる論文をイギリスで収集していたよう

に、世界を見て多くの情報を集めながら、

顧客目線を加味して社会の変化にいち早

く対応するのがモリサワイズムになりま

す。電算写植機の時代に突入した80年代

にイギリスのライノタイプ社と合弁会社

を日本に作ったことで、アメリカのアドビ

社の情報をいち早く入手することができ

たのは、当社にとって非常に重要なこと

だったと思っています。

　社会の変化によって選ばれる価値も変

わる。存在価値を維持し続けるために業

態変革をしてきた。顧客目線を持ちなが

ら、変化を恐れずに受け入れることがモ

リサワの原点だと思っています。

浦久保：　森澤さんは「長い歴史の中で

大きな改革を幾度か繰り返してきたが、

私たちの代でもう一度やらなければな

らない」の意味する改革とはどのような

改革でしょうか？また印刷業界に必要

とされる改革は何か？いち企業の社長、

そして（一社）日本印刷産業機械工業会

の会長としてのご意見をお聞かせくだ

さい。

森澤：　モリサワという会社は、80年代後

半に起こったDTPの大きな波によって機

器開発会社から完全に脱却し、フォント

メーカーとして新たな一歩を踏み出し、

現在に至っています。また2005年から開

始したサブスクリプション型フォント製品

「MORISAWA PASSPORT」や電子書籍ソ

リューションなど、新しいサービスを提供

してきました。これらすべては、顧客目線

から生まれた商品です。営業はもちろん

日々顧客の声を集めますが、当社は社長

を先頭に役員自ら顧客の生の声を聞き

ながら「顧客に選ばれる理由」を日々探し

続けています。この積み重ねが100年支

持していただけたと思っています。創業

当時から大切に守り続けている「顧客目

線」を意識しながら社内・業界の改革を

行えればと思っています。
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浦久保：　ありがとうございます。顧客目

線を常に意識しながら、時代の変化に対

応されてきたことがよく分かりました。

我々の業界でも業態変革を数十年前か

ら組合員に向けて発信し、それに伴う事

業推進をしてきましたが、正直なところな

かなか変わらないのが実情です。その点

について印刷会社をよく見てきた森澤さ

んからご意見をいただきたく思います。

森澤：　端的に申し上げると、「コロナ以

前はまだまだ印刷業は儲かった」からだ

と思います。急激に売り上げがなくならな

い状態で、なんとか利益が出ている状態

が続くと、脅威を肌感覚で感じられない

ままにジリジリと利益が圧迫されていく。

こんな状態が「業態変革」の足かせになっ

てしまっていたのではないでしょうか？

コロナによって急激に売り上げが落ち業

態変革がまったなしになったと思いま

す。インターネットの普及とともに情報発

信が可能な「メディア」はどんどん増え続

けているわけで、そんななかで「印刷」が

選ばれる確率は自ずと減少するのは当た

り前のことだと思います。

　私たちの場合は90年代に海外で起こっ

たDTPの波を自ら引っ張って来て、これま

での主力事業だった電算写植の事業を破

壊したおかげで、フォント事業を残すこと

ができました。DTPという脅威を“脅威”と

して受け止めることができたからこそ、業

態変革が行えたのだと思っています。

浦久保：　今、全印工連が進める印刷業

の高生産性・高収益性を実現するための

デジタルトランスフォーメーション（DX）

の元になるのが経産省が行った「印刷産

業における取引環境実態調査」です。そ

の資料の中で印刷会社の最大の顧客は

印刷会社だという結果が出ています。こ

れは印刷産業が下請け構造で成り立って

いるということを物語っています。私は各

社の強みを生かした製造分野におけるア

ライアンス、DXは今後の業界を考えると

必要不可欠だと思いますし、早急に推進

する必要はあると思います。しかしそれと

同時に実現しなければならないのは顧

客の課題解決に向けた提案能力向上、ク

リエイティブ部門の強化だと思っていま

す。プリプレス側のDXも必要だと感じて

います。今後、製造のDXを進めるにあた

り森澤さんから見て、課題や問題点があ

るとすればどのような点でしょうか？

森澤：　印刷製造工程のDXが進むなか

で一番危惧するところは、販売価格の低

下（安売り）が加速してしまうのではない

かということです。ですので、こうならない

ための施策を考慮しながら進めていくこ

とが望まれますね。また、DXからは外れ

ますが既存の印刷営業からメディアコー

ディネーターへの進化と自覚が必要だと

思います。ウェブ制作の案件があった場

合、最初から印刷会社に声がけしない

ケースが年々増加しています。

浦久保：　印刷業界では15年以上にわた

り情報伝達分野におけるメディア・ユニ

バーサルデザイン（MUD）に取り組んで

まいりました。モリサワさんもUDフォン

ト、MC Catalog+などを開発され、積極的

にこの分野の取り組みをされています。

そして今、教育業界や行政においてMUD

への対応に加速がかかりました。この分

野における今後の取り組みなどお聞かせ

ください。

森澤：　浦久保理事長のお話のとおり、

教育業界のMUDはホットなテーマに

なっています。近年になって持続可能な

開発目標（SDGs）に取り組む企業や公的

機関が増加していることが後押ししてい

る面もあると思います。

モリサワは従来、印刷会社や

デザイン会社などプロシュー

マの方々向けのビジネスが主

流でしたが、MUDの普及に伴

い教育委員会や、学校そのも

のからの問い合わせが増えて

いるように感じます。

　障がいのひとつにディスレ

クシア（学習障がいの一種で、

読み書きが困難な症状）があ

り、日本で５～８％と言われています。こ

の障がいに対して「フォント」が有用であ

るとのエビデンスも出ています。当社の

理念である「文字を通じて社会に貢献す

る」と合致していますので、学習障がい

のエビデンスを積み上げていっていま

す。海外に目を向けますと、我々は7年前

から多言語のUDフォントをリリースしは

じめました。中国や韓国ではUDフォント

のエビデンスを強く求められましたの

で、日本の検査装置を持ち込んで、現地

の方と一緒に数カ月にわたって効果測定

を行い、その効果を認めていただいてい

ます。

ＭＵＤを進めるパートナーとして
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浦久保：　「文字を通じて社会に貢献して

いく」という理念の実践をパラスポーツ、

パラアスリートの支援、SDGsの実践、

モリサワ文字文化フォーラムなど多岐に

わたり展開されています。企業にとって

のCSRに取り組む意義やそのことによる

効用などお聞かせいただければと思い

ます。

森澤：　障がい者の方々との接点は創業

当時からあり、手が不自由な方のために

足踏みの写植機を開発することなどで社

会参加や復帰を支援していました。これら

創業者の理念が現在でも浸透していて、

存在意義を実現するための施策となって

います。この存在意義を一層高めるため、

本年2月に車いす陸上競技選手の佐藤友

祈（さとうともき）選手と所属契約を交わ

しました。

　また、昨年は新型コロナの影響で中止

としましたが、これまで28回にわたって

「モリサワ文字文化フォーラム」を開催して

社会的責任を負う企業として

今後果たすべき役割とは

います。このフォーラムを通じて、文字の

持つ魅力や価値に焦点をあて、ジャンル

にとらわれない新しいクリエイティブの

探求と、文字文化の継承発展を目指し活

動しています。

浦久保：　東京2020オフィシャルサポー

ター（フォントデザイン&開発サービス）と

して、「東京2020公式フォント」を提供し

ているモリサワさんは、2025年の万博を

どのような機会と捉え、どのようにかかわ

られていくのでしょうか。

森澤：　2025年の万博では、世界中から

ここ大阪へ多くの人たちが来訪されるわ

けですから、当然モリサワとしても関わっ

ていきたいと思っていますが、まだ具体

的には決まっていません。モリサワは大

阪の企業ですから、大阪・関西万博を起

爆剤として関西経済が盛り上がって欲し

いと思っています。東京ではなく地方で

開催する大きなイベントの場合、印刷発

注はほとんどが東京の業者ということも

少なくありません。関西ではそのようにな

らないように、現地調達していただきた

いと思います。浦久保理事長から博覧会

協会にさまざまな提案を行っていただ

き、情報媒体が現地調達されるよう期待

しております。

浦久保：　世界に先駆けた超高齢化社会

の日本。この大阪・関西万博では日本が

抱える社会課題をいかに解決しているの

か、そしてその成果はどのようなものな

のかに多くの国々が熱い視線を注ぐと思

います。MUDをはじめ印刷業界の持つ知

見や技術で私たちもこの世紀のイベント

に関わり広く印刷産業をアピールしたい

と考えています。ぜひ、モリサワさんにも

お手伝いいただきながらオール印刷、

オール大阪スピリッツでご一緒できれば

と思います。本日はお忙しいなか、ありが

とうございました。

もりさわ あきひこ

佐藤友祈選手（パラ陸上競技4種目で世界記録保持者、
　　　　　　 東京2020パラリンピック出場予定）

モリサワ文字文化フォーラム（モリサワ本社ビル）
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